
平成 27 年度決算を審査
９月定例会において提案された、平成２７年度各会計決算は、３日間（10 月４、５、６日）にわ
たり決算特別委員会において審査され、12月 14 日本会議で全会計とも認定されました。

一般会計　歳入総額　136億 782万円

　平成 27年度に一般会計に入ってきたお金（歳入）と、そこから使ったお金（歳出）の差し引きは、
３億２,０１１万円になりました。
　そこから平成 28 年度に繰り越しした財源（平成 27 年度に実施予定事業の一部を平成 28 年度に
行うことにしたため）１,０１１万円を差し引いた３億１,０００万円が平成 27 年度に実際に残った
お金です。
　このうち、２億円を財政調整基金（※）に積み立てました。
※年度間の財源の不均等を調整するための貯蓄

一般会計の概要

一般会計　歳出総額　132億 8,771 万円

民生費
39億 1,875 万円（29.5%）
福祉、保育所運営などの経費

公債費
20億 9,453 万円（15.8%）
過去の借入金の返済金

自主
財源

依存
財源

災害復旧費
1,967 万円（0.1%）
災害復旧にかかる経費

労働費　1億 2,009 万円（0.9%）
議会費　1億 9,678 万円（1.5%）

土木費　20億 618万円（15.1%）
道路・公園などの経費

衛生費
9億 1,088 万円（6.9%）
衛生的な生活環境を守るための経費

教育費
13億 160円（9.8%）

消防費　5億 5,922 円（4.2%）

商工費　2億 999万円（1.6%）
商工業の振興や観光宣伝などの経費

農林水産業費　2億 280万円（1.5%）

総務費
17億 4,722 万円（13.1%）
市の全般的な管理事務経費等

市税
54億 4,425 万円（40.0%）
市債
18億 4,078 万円（13.5%）

地方譲与税
7,398 万円（0.5%）
国が徴収した税の一部を一定割合で
譲与されたお金

その他国や県からの交付金　
6億 5,440 万円（4.8%）

県支出金　6億 7,926 万円（5.0%）
特定の目的のため県から交付されたお金

諸収入　4億 3,441 万円（3.2%）

繰越金　7,555 万円（0.6%）
前年度から繰り越したお金

使用料および手数料　2億 9,504 万円（2.2%）
市営住宅使用料，ごみ・し尿処理手数料など

分担金および負担金　
2億 2,040 万円（1.6%）

財産収入・寄付金　
2,663 万円（0.2%）

地方交付税
15億 4,747 万円（11.4%）
市の財政力などに応じて国から交付されたお金

繰入金　3億 1,591 万円（2.3%）
財政調整基金繰入金など

国庫支出金　
19億 9,974 万円（14.7%）
特定の目的のため国から交付されたお金
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なかはま保育所

決算特別委員会での質疑

平成27年度 会計別決算額

一
　般
　会
　計

●
議
会
の
情
報
公
開
の
状
況
に
つ

い
て

Ｑ
　
市
議
会
の
情
報
公
開
状
況
を
問

う
。

Ａ
　
議
会
事
務
局
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
政
務
活
動
費
の
収
支
報

告
書
公
開
に
つ
い
て
は
、
議
会
で
公
開

と
な
れ
ば
、
議
会
事
務
局
と
し
て
準
備

を
し
て
い
き
た
い
。

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に

つ
い
て

Ｑ
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
人
件
費
と
し
て
１
，
７
０
０
万

円
程
度
の
予
算
を
使
っ
て
就
労
者
は

３
名
で
あ
る
が
費
用
対
効
果
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ
　
実
際
の
相
談
人
数
は
約
60
名
で
あ

り
、
金
銭
的
な
支
援
だ
け
で
は
解
決
し

な
い
方
も
多
く
効
果
は
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。

●
保
育
所
の
耐
震
補
強
に
つ
い
て

Ｑ
　
な
か
は
ま
保
育
所
の
完
成
時
期

が
昭
和
48
年
な
ど
、
保
育
所
の
多
く

は
建
築
基
準
法
改
正
前
の
建
築
で
あ

る
。
耐
震
補
強
は
さ
れ
て
い
る
の
か

問
う
。

Ａ
　
耐
震
診
断
の
結
果
、
地
震
の
振
動

及
び
衝
撃
に
対
し
て
、
倒
壊
、
崩
壊
す

る
危
険
性
は
低
か
っ
た
が
、
外
壁
の
中

性
化
（
劣
化
）
が
進
ん
で
い
る
と
い
う

指
摘
が
あ
っ
た
た
め
補
修
し
て
い
る
。

‥‥‥ ‥‥‥

　 歳　　入 歳　　出 差　　引

一般会計 136億  782万円 132億8,771万円 3億2,011万円

特 別 会 計

国民健康保険 43億5,018万円 43億4,712万円 306万円

漁業集落排水 2,840万円 2,840万円 0円

農業集落排水 4,238万円 4,238万円 0円

港湾及び漁港施設管理受託 7,897万円 5,005万円 2,892万円

土地造成 6億4,091万円 12億6,228万円 △6億2,137万円

介護保険 24億9,145万円 24億1,264万円 7,881万円

後期高齢者医療 4億831万円 4億685万円 146万円

合　計 80億4,061万円 85億4,972万円 △5億　911万円

総 合 計 216億4,843万円 218億3,744万円 △1億8,901万円

※ 端数処理をしています
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平成26年8月6日
本町一丁目交差点付近

大竹市
PRキャラクター
コイちゃん

●
市
の
雨
水
排
水
計
画
に
つ
い
て

Ｑ
　
大
雨
が
降
る
た
び
に
立
戸
地
区

な
ど
特
定
の
地
域
の
方
が
浸
水
被
害

を
受
け
て
い
る
。
早
期
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
考
え
を
問
う
。

Ａ
　
大
竹
を
よ
い
安
全
な
ま
ち
に
し
て

い
く
た
め
に
、
雨
水
計
画
の
検
討
に

入
っ
て
い
る
。
長
い
時
間
と
大
き
な
費

用
を
要
す
る
が
、
大
竹
地
区
や
立
戸
地

区
な
ど
毎
年
の
よ
う
に
被
害
を
受
け
る

地
域
の
水
路
改
修
等
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
水
路
の
氾
濫
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
農
業
委
員
会
法
の
改
正
点
に
つ

い
て

Ｑ
　
農
業
委
員
会
法
改
正
で
委
員
の
選

任
方
法
が
変
更
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ
　
平
成
28
年
４
月
の
改
正
点
は
、①

市
長
の
任
命
制
、②
認
定
農
業
者
を
入

れ
る
、③
利
害
関
係
の
な
い
人
を
１
名

以
上
入
れ
る
、④
女
性
・
青
年
を
な
る

べ
く
採
用
す
る
、
の
４
点
で
あ
る
。
現

在
の
農
業
委
員
の
任
期
は
平
成
29
年
７

月
19
日
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
に
つ

い
て
は
新
体
制
で
の
農
業
委
員
会
と
な

る
。

●
ご
み
の
広
域
処
理
事
業
に
つ
い

てＱ
　
ご
み
の
広
域
処
理
事
業
は
平
成

31
年
４
月
か
ら
の
稼
働
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
そ
の
進
捗
状
況
と
、
併
せ

て
燃
や
す
ご
み
の
有
料
化
の
成
果
に

つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
広
域
処
理
事
業
は
、
新
た
な
処
理

施
設
運
営
を
公
設
民
営
で
行
う
。
廿
日

市
市
が
実
施
の
総
合
評
価
一
般
競
争
入

札
の
結
果
業
者
が
決
定
し
た
。
平
成
29

年
２
月
か
ら
施
設
の
建
設
に
着
工
予
定

で
平
成
31
年
の
稼
働
に
間
に
合
う
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
に
ご
み
処
理

手
数
料
導
入
後
、
家
庭
か
ら
の
燃
や

す
ご
み
に
つ
い
て
は
着
実
に
減
少
し

て
い
る
。

●
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

Ｑ
　
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
聞
こ
え
に
く
い
な
ど
の
苦
情

が
あ
る
の
か
問
う
。
ま
た
、
こ
の
防

災
行
政
無
線
を
市
民
へ
の
情
報
提
供

の
手
段
と
し
て
、
も
っ
と
利
用
で
き

な
い
の
か
問
う
。

Ａ
　
ス
ピ
ー
カ
ー
の
新
規
整
備
に
よ
り
、

お
お
む
ね
聞
こ
え
に
く
い
地
域
は
解
消

さ
れ
た
。
個
々
の
苦
情
に
つ
い
て
は
随

時
対
応
し
て
い
る
。
苦
情
の
件
数
は
、

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
開
設
し
た
こ
と

も
あ
り
減
っ
て
い
る
。

　
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
ん
な

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
き
た
場
合
、
防
災

無
線
へ
の
関
心
が
薄
れ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な

重
要
な
こ
と
や
災
害
に
関
す
る
こ
と
に

限
っ
て
放
送
し
て
い
る
。

●
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
つ
い
て

Ｑ
　
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
つ
い
て
、

大
竹
市
の
負
担
、
約
１
億
１
，
１
５
０

万
円
を
か
け
て
ア
ナ
ロ
グ
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
、大
竹
市
、廿
日
市
市
、江
田
島
市
、

広
島
市
な
ど
広
域
で
整
備
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
よ
り
何
が
良
く
な
っ
た
か

を
問
う
。

Ａ
　
音
声
を
一
度
デ
ジ
タ
ル
信
号
化
し

て
い
る
の
で
、
情
報
の
秘
匿
性
が
向
上

し
て
い
る
。
ま
た
、
基
地
局
を
２
局
設

置
し
た
た
め
栗
谷
地
区
等
で
も
災
害
時

に
無
線
で
通
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

市
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
通
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
大
規
模
災
害
等
に
は
迅

速
に
連
携
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

●
地
方
債
残
高
に
つ
い
て

Ｑ
　
財
政
推
計
に
お
け
る
財
政
指
標

等
の
見
込
み
に
つ
い
て
、
地
方
債
現

在
高
が
平
成
29
年
、
30
年
と
増
え
て

い
る
が
、
内
容
を
問
う
。

Ａ
　
財
政
推
計
に
お
け
る
地
方
債
残
高

に
は
、
廿
日
市
市
と
の
ご
み
の
広
域
化

負
担
分
の
起
債
、
大
竹
駅
の
橋
上
化
も

見
込
ん
で
い
る
が
、
小
方
の
ま
ち
づ
く

り
構
想
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
り
見
込

ん
で
い
な
い
。

防災行政無線
テレホンサービス

※通話料無料
0120－590－131
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みどり児童クラブ

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て

Ｑ
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を

希
望
す
る
場
合
、
１
０
０
％
受
け
入

れ
が
可
能
な
状
況
か
問
う
。

Ａ
　
大
竹
小
学
校
は
全
て
受
け
入
れ
て

い
る
。
小
方
小
学
校
で
は
低
学
年
は
、

全
て
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
高
学
年
は
、

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
児
童
を
受
け
入

れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
玖
波

小
学
校
は
、
建
替
え
が
終
了
す
る
ま
で

は
面
積
の
関
係
で
低
学
年
の
み
受
け
入

れ
と
し
て
い
る
。

特
　別
　会
　計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

港
湾
施
設
管
理
受
託
特
別
会
計

土
地
造
成
特
別
会
計

●
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
策
定
事
業
に
つ

い
て

Ｑ
　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定
事
業

（※

）
が
策
定
さ
れ
た
。
市
民
の
皆
さ

ん
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
周

知
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、
こ

れ
か
ら
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
考
え
を

問
う
。

Ａ
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
あ
る
。
55
ペ
ー
ジ
あ
り
、
専
門

用
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
誰
も

が
わ
か
り
や
す
い
概
要
版
な
ど
の
作
成

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（※

）
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
医

療
費
デ
ー
タ
と
特
定
健
康
診
査
の
受
診

デ
ー
タ
を
突
合
・
分
析
し
、
市
の
国
民

健
康
保
険
が
実
施
す
る
保
険
事
業
の
見

直
し
を
す
る
事
業
　

●
玖
波
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

Ｑ
　
平
成
27
年
度
に
開
設
し
た
玖
波

地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
事
業
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
、
事

業
を
拡
大
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
県
に
事
業
費
を

つ
け
て
も
ら
え
る
の
か
問
う
。

Ａ
　
玖
波
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
メ
ー
プ
ル
ヒ
ル
病
院
内
に
設
置

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
平
成
22
年
度
か

ら
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
、
平
成
26
年
度
に
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
と
地
域
支
援
推
進
員
を
、
平
成

27
年
度
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
て
、
全
国
に
先
駆
け
て
合
併
型

セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。
県
と
市
が
一
緒

に
進
め
て
き
た
事
業
で
あ
る
。
認
知
症

の
包
括
的
支
援
が
行
え
る
こ
と
か
ら
成

果
も
出
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
９

月
29
日
に
初
回
が
行
わ
れ
毎
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
の
開
催
と
伺
っ
て
い
る
。　

　
現
在
の
事
業
費
を
維
持
し
、
こ
う
し

た
事
業
を
拡
大
し
て
い
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

●
大
竹
港
の
荷
動
き
の
状
況
に
つ

い
て

Ｑ
　
現
在
の
大
竹
港
の
荷
動
き
の
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
今
は
外
国
船
の
航
路
も
復
活
し
順

調
に
伸
び
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後

は
、
国
の
施
策
に
よ
り
、
瀬
戸
内
海
に

阪
神
港
、
東
京
に
は
京
浜
港
と
い
う
会

社
を
つ
く
り
、
巨
大
な
船
が
一
つ
の
港

に
集
ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
各
地
方
港
レ

ベ
ル
に
分
配
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な

動
向
で
あ
る
。

出展：国土交通省ホームページ

2017（平成29）.2　市議会だより7



本会議へ

特
別
委
員
会
で
採
決
の
結
果

全
会
計
と
も
認
定

本
会
議
で
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　全
会
計
と
も
認
定

決 

算 

特 

別 

委 

員

委  

員  

長

　
　寺
　岡
　公
　章

副
委
員
長

　
　藤
　井
　
　
　馨

委
　
　員

　
　末
　広
　和
　基

北
　地
　範
　久

和
　田
　芳
　弘

大
　井
　
　
　渉

山
　崎
　年
　一

田
　中
　実
　穂

〜
委
員
会
で
の
討
論
〜

 
一  
般  

会  

計

【
反
対
討
論
】

〇「
御
園
６
号
棟
の
建
設
場
所
の
問

題
や
、
小
方
公
民
館
の
廃
止
に
お
い

て
は
、
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
の
こ
と
も
あ
り
、
認

定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
一
般
会
計
に
つ
い
て
、
賛
成
の

立
場
で
討
論
す
る
。
詳
し
く
は
本

会
議
場
で
行
い
た
い
と
思
う
」

 

特  

別  

会  

計

 

土
地
造
成
特
別
会
計

【
反
対
討
論
】

〇「
市
民
負
担
が
こ
れ
か
ら
起
こ
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
を

す
る
」

〜
本
会
議
で
の
討
論
〜

【
反
対
討
論
】

〇「
大
願
寺
土
地
の
売
却
に
つ
い
て
、

下
水
道
の
受
益
者
負
担
金
の
根
拠
が

説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
募
集

の
仕
方
に
違
和
感
が
あ
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
こ
と
に
関
連
す
る
一
般
会
計

と
土
地
特
会
は
反
対
」

〇「
一
般
会
計
は
お
お
む
ね
賛
成
で

あ
る
が
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
裁
判

で
関
係
者
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
た

の
で
反
対
。
土
地
特
会
は
裁
判
の
と

お
り
違
法
な
価
格
で
大
願
寺
土
地
を

売
却
し
た
た
め
反
対
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
総
合

計
画
を
推
進
し
、
よ
い
ま
ち
大
竹
が
実

感
で
き
る
施
策
で
あ
っ
た
と
思
う
。
ま

た
、
全
会
計
の
借
入
金
も
減
少
し
て
い

る
こ
と
を
評
価
し
て
全
会
計
に
賛
成
」

〇「
決
算
委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら

の
質
問
に
対
し
適
切
な
答
弁
が
即
座

に
あ
り
信
頼
で
き
る
と
判
断
し
た
。

加
え
て
ひ
っ
迫
の
状
況
下
に
お
い
て
、

努
力
の
成
果
が
読
み
取
れ
る
た
め
す

べ
て
の
会
計
に
賛
成
」

「市政のあらまし（平成28年度版）」を
販売しています。
「市政のあらまし（平成28年度版）」を
販売しています。1冊1,000円
市のあゆみ、人口規模や予算・決算状況をはじ
め、市の業務全般にわたる状況が集約されて
います。

　原田 博議員が、平成28年10月
20日付けで議員辞職をしたことに
伴う議会人事は次のとおりです。
○総務文教委員長　　山崎 年一

○総務文教副委員長　網谷 芳孝

○議会運営委員　　　和田 芳弘

○宮島競艇施行組合議会議員
細川 雅子

議会事務局で販売しています。
大竹市情報公開コーナー、図書館等でも閲覧
できます。
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